飼料作物生産における利用供給協定書

（目的）

第１条　飼料作物の収穫後の作物について甲と乙が本協定書に基づき甲が乙に供給する。
（実施の主体）

第２条　実施主体は、以下とする。

飼料作物を生産する者・・・甲

　　飼料作物を利用する者・・・乙

（ほ場の場所等）

第３条　甲が飼料作物を生産する水田および飼料作物等の種類は別紙のとおりとする。　

※「飼料作物名」、「ほ場の場所（地番等）」、「面積」などを記載

（協定締結期間）

第４条　この協定の有効期間は、協定締結日から　　年　　月までの　　年間とする。ただし、期間満了の　　ヵ月前までに甲・乙いずれからも文書による別段の意思表示がないときは、さらに　　年間延長するものとする。

（取引条件）

第５条　作業の分担、品代等については、甲・乙の協議により決定する。

（その他）

第６条　協定の変更、疑義が生じた場合は、その都度甲・乙が協議する。

　　　（なお、変更については、地域農業再生協議会等に報告する。）
（協定の補完）

第７条　この協定に定めのない事項については、その都度甲・乙が協議の上決定する。

　以上、協定締結の証として、本協定書２通を作成し、それぞれ１通ずつ保管することとする。

　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　甲【飼料作物を生産する者】
　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

住　　所　

　　　　　　　　            電話番号　
　　　　　　　　　　　　乙【飼料作物を利用する者】
　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　住　　所　

                            電話番号　
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